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　茶の湯の道具として使われる茶碗は、つくられた国や地域から、大きく三つに分けら

れています。中国やその周辺の国々でつくられた唐物茶碗、朝鮮半島でつくられた高麗

茶碗、そして日本で作られた和物茶碗です。なかでも高麗茶碗は口部や胴部に歪みをつ

けたり、胴や高台内に箆彫りを施したり、そして高台を高くして切り込みを入れたりす

るなど、さまざまな形のものがあり、種類も豊富です。

　そうした高麗茶碗のなかでも、とくにたく

さん日本に伝来し、形も特徴的な茶碗が呉器

茶碗です。呉器茶碗は、全体的に器の厚さが

薄くつくられ、胴に膨らみを持つ椀形で、全

体に整った形をしていることから、詳細は明

らかとなっていませんが、なんらかのルール

を持ってつくられたと思われます。日本から

注文してつくられた茶碗（御本茶碗）のなか

にも呉器茶碗を写したものがあり、桃山時代

以降、茶人たちに好まれ、人気のあった茶碗

であったといえるでしょう。
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図 1　錐呉器茶碗  朝鮮時代　16 世紀 個人蔵（正面）
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錐呉器は大きく次の二つに分けられます。

　　①茶碗の口の部分を数か所つまみ出したような形のもの。割高台となっているもの。

　　　張木とも呼ばれ、割高台にならないものもあります。

　　②見込み（茶碗の内面中央）が深く、真ん中に錐でついたようなくぼみがあるもの。

　　　 割高台となるものもあります。（図 1・2）。

これら２つは切呉器と呼ばれることもあり、それはこの種類の茶碗に割高台が多くみら

れることに着目したことによると思われます。

　番匠呉器や尼呉器は、番匠（大工）や尼僧が使ったり、そうした人物が使うような趣

があるなどといったことから分けられたもので、銘の付けかたと同じように、その情景

を思い浮かべながら、種類分けされてきたものもあったと思われます。

　それぞれの呉器茶碗は、高台のつくりや轆轤成形

の様子、そして釉薬の色調などがみどころです。それ

ぞれの特徴に着目した日本の茶人たちによって、真

呉器、大徳寺呉器、紅葉呉器、遊撃呉器、錐呉器、

尼呉器、番匠呉器、絵呉器などに種類分けされてい

ます。遊撃呉器や錐呉器などは、他のものと比べて

みると、口づくりや高台を中心に明らかに異なった

作り方をしていることから、もともとは祭器として

使われていたと考えられています。

（工芸室　降矢哲男）
※銘：作者や所蔵者、形状、逸話など、作品の特徴などによって付けられる名。

※

図２ 錐呉器茶碗  朝鮮時代　16 世紀 個人蔵（高台）

　さて、高麗茶碗は、茶の湯の茶碗のなかでも特に多様で細かく分けられています。高

麗茶碗の一種である井戸茶碗でも、大井戸、小井戸、青井戸、小貫入などいったように

一つの種類の中でも、形状や釉調などによって細かく分けられています。そのことは高

麗茶碗には形、釉調を含め、多種多様な茶碗があることを示しています。そして、それ

ぞれの高麗茶碗が持つ個性に各時代の茶人たちが着目し、茶の湯の茶碗と見立てたり、

後には茶人の好みを反映させた茶碗を生産地に注文してつくらせています。江戸時代中

期以降には茶人たちがそれまでに使われてきた名前を整理し、現在と同じような名前が

用いられるようになっています。細かく分類されている理由は、多くの茶人たちが高麗

茶碗を好み、茶の湯の茶碗として大切に使ってきたことのあらわれともいえるでしょう。

　高麗茶碗はそもそも朝鮮半島で焼かれ、日本に持ち込まれた日用の器で、そのなかか

ら茶の湯の茶碗として見出されたことがきっかけといわれています。その素朴ともいえ

る高麗茶碗の様子は各時代の茶人たちの心を惹きつけ、時代によっては茶人が好みの茶

碗を注文したりしながら、現在もなお茶人たちを魅了し続けています。
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